
生
ま
し
ま
せ
し
は
我
帝
岡
は
云
は
や
ち
か
な
世
界
全
人
類

に
取
b
て
何
等
の
幸
ぞ
や
。
さ
ら
ば
吾
々
青
年
は
聖
誕
七

百
年
を
朴
し
決
然
と
し
て
立
ち
怠
志
を
堅
固
に
持
も
荒
海

’
と
一
大
書
闘
を
試
み
墨
願
た
る
「
一
天
四
海
皆
蹄
妙
法
」

の
・
貨
を
皐
げ
ら
れ
ん
事
を
い
日

身

延

夕

暮

の

高

崎

一

二

町
か
ら
山
、
山
か
ら
谷
、
渓
か
ら
町
、
霧

t
一
つ
ば
い

で
あ
る
下
の
方
か
ら
馬
車
の
笛
の
昔
が
淋
し
（
問
え
て
〈

る
・
：
霧
の
中
か
ら
ム
ひ
に
馬
車
馬
の
頭
が
浮
か
ん
だ
か
と

思
ふ
と
叉
消
え
て
車
の
響
が
建
っ
た
霧
か
ら
霧
へ
人
馬
が

性
来
し
て
ゐ
る
o

身
延
騨
の
方
か
ら
汽
笛
が
立
も
こ
も
る
霧
に
し
め
っ
て

悲
し
ノ
、
開
へ
て
〈
る
。

違
り
は
ま
る
で
灰
色
の
海
に
漬
か
っ
て
仕
舞
い
土
産
館

の
4
Y
ミ
ネ

1
ジ
ョ
ン
は
薄
い
雲
仁
っ
、
ま
れ
て
ゐ
る
。

暮
合
の
鐙
は
淋
し
〈
鈴
鳴
を
ひ
い
て
峰
へ
／

L
と
姐
「

っ
て
行
〈
弱
々
し

c吹
〈
風
は
恰
も
天
女
の
か
な
で
る
微

妙
の
一
音
楽
の
如
〈
軍
調
な
自
分
の
附
胸
中
仁
響
い
た
。

霧
は
段
々
・
と
富
士
川
の
方
に
流
れ
て
行
〈
、
宇
弦
の
月

は
鷹
取
の
山
上
に
か
、
り
立
ち
こ
め
る
霧
の
間
に
聞
に
淡

い
光
を
放
っ
て
ゐ
る
、
四
顧
寂
莫
た
り
唱
題
修
行
の
法
鼓

の
昔
静
け
さ
を
破
っ
て
問
え
て
（
る
手
に
持
つ
灯
燈
に
火

を
黙
り
て
淋
し
い
山
道
を
余
は
蹄
路
に
つ
い
た
。

感

( 80) 

偶

無

毒

水

井

拳
世
治
々
輿
道
連

風
教
墜
地
不
知
非

頒
波
砥
柱
今
誰
在

天
下
蒼
生
安
遁
蹄

留
事
生
及
び
卒
業
生

前
年
度
泉
義
敬
師
が
宗
皐
研
究
の
持
め
日
蓮
宗
大
串
に

松
木
本
興
師
が
肇
皐
研
究
り
詩
天
蓮
宗
大
串
に
溜
串
を
命

回



や
ら
れ
つ
い
で
本
年
は
藤
田
光
肇
師
が
異
宗
及
び
滞
土
宗

研
究
の
縛
め
宗
教
大
事
に
三
ヶ
年
間
情
撃
を
命
守
ら
れ
た

’H7
 

向
第
九
回
（
十
年
三
月
）
卒
業
生
左
の
如
し

高

等

部

荒

木

純
川

口

智

工

藤

栄

深

津

義

岡

観
和

田

諦

森

泰

堀

内

泰

戸

田

周

太

田

純

竹

内

性

井

上

龍

中
等
部

H年II}]志 妙 鑑 遵 梯 修 雅 昭随明

曲
学
校
職
員
及
び
受
持
率
科

受
持
曲
学
科

院

長
数

頭

準

監
宗
菜
、
除
乗
、
倫
現
、

宗
乗
、
台
乗
漢
文
串

山
川
乗
除
乗
国
文
争

台
乗
地
理
歴
史

物
理
‘
博
物
、

鈴
乗
、
岡
語
、
作
文
、

哲
皐
、
英
語
、

宗

乗

数
皐
化
皐

漢
文
、
地
問

伶
乗
歴
史

伶

乗

地
下
持
委
け
は

脇鈴 t~t 服堀望宇高水高速韓関加開小

月田水野 i輔 藤口本茂本泉氏

ー一 川
問先水害 寛錬友湖数是龍龍韻語日

名

l狩孔 ； 静 淳芳柴要章－a・ 閑妙謙門透門慈

本木水部
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